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挑
戦
は
、
一
つ
の
目
的
に
向
か

っ
て
つ
き
進
む
、
挑
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
金
メ

ダ
ル
に
向
か
っ
て
厳
し
い
練
習
に

励
む
姿
は
、本
当
に
立
派
で
あ
り
、

美
し
い
と
思
い
ま
す
。
進
学
で
も

就
職
で
も
、
希
望
を
か
な
え
る
た

め
の
努
力
は
、
そ
の
人
な
り
の
挑

戦
で
し
ょ
う
。
私
は
、　

歳
す
ぎ

��

か
ら
、
山
陽
新
聞
の
読
者
の
ペ
ー

ジ
の
「
ち
ま
た
」
欄
に
投
稿
し
て

き
ま
し
た
。
幼
少
よ
り
、
書
く
こ

と
が
少
し
だ
け
好
き
だ
っ
た
の
が

幸
い
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

年
に
�
回
程
の
予
定
で
、
自
分
の

折
々
に
感
じ
た
こ
と
を
エ
ッ
セ
イ

風
に
書
い
て
、
投
稿
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で　

回
く
ら
い
取

��

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
が
、　

回
の
掲
載
に

���

向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
、

日
々
の
生
活
の
中
で
テ
ー
マ
を
探

し
求
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
予

防
と
漢
字
や
言
葉
を
忘
れ
な
い
た

め
で
も
あ
り
ま
す
。
私
流
の
挑
戦

で
す
。

　

先
日
、
何
年
か
ぶ
り
に
神
庭
の

滝
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
�
月
の

後
半
と
い
う
事
で
、
木
々
は
緑
に

色
付
き
、
新
緑
に
囲
ま
れ
て
と
て

も
気
持
ち
の
い
い
日
で
し
た
。
私

も
気
持
ち
が
い
い
と
思
う
く
ら
い

の
日
で
す
か
ら
、
こ
の
日
は
お
猿

さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
麓
に
下
り
て
日

向
ぼ
っ
こ
。
母
親
の
背
中
に
乗
っ

た
り
、
お
っ
ぱ
い
を
飲
ん
だ
り
す

る
子
猿
、
毛
づ
く
ろ
い
を
し
て
い

今
月
の
テ
ー
マ

�������
挑
戦 
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��太平洋戦争�です 。
ご自身の戦争体験、家族
の戦争体験について、���
字程度でお寄せください。

川柳の兼題は
��気分�です。
お便りは、同封したはが
きまたは便箋をご利用く
ださい。川柳の締め切り
は�月��日�です。

�月号では、

�家�
 についてお便りを募集
しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
��通の中から
チ ョ イス

る
お
猿
さ
ん
。
い
っ
ぱ
い
見
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
得
を
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
神
庭
の
滝

に
行
け
ば
お
猿
さ
ん
に
必
ず
会
え

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
ら
し

く
、
お
猿
さ
ん
は
野
生
の
生
き
物

な
の
で
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
運
に

任
せ
る
し
か
な
い
よ
う
で
す
。
こ

の
日
は
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
お
猿
さ
ん
を
撮
影

し
て
み
ま
し
た
。
近
づ
い
て
撮
ろ

う
と
す
る
と
危
険
で
し
た
の
で
、

少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
、
撮
影
し

て
み
ま
し
た
。

��
挑
戦
�

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

毛づくろいをするお猿さん

▼

 漆坂賢志

▼

 漆坂あやね

��
神
庭
の
滝
の
お
猿
さ
ん
�

　
 
も
ん
吉
さ
ん（
久
世
）

PN

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼

 漆坂ことね

リサイクルプラザ手芸教室

���������������������

■参加費  ���円　  ■定員  ��人
■申込期限　�月�日�
■申し込み・問い合わせ先　リサイクルプラザまにわ ℡リサイクルプラザまにわ　℡��--����--��������

�/��
（木）
��：��～

クラフトテープを使用した手提げかごを作ります。
千枚通し、はさみ、ボンドをご持参ください。

今年は戦後��周年です



応 援 田中　漢明さん（東京都大田区）
清水　　貢さん（東京都中央区）
藤井　鏡二さん（東京都町田市）
小池　孝範さん（東京都立川市）
貝瀬　広斗さん（神奈川県横浜市）
広畑　史朗さん（神奈川県横浜市）
宮嶋　恭子さん（神奈川県横浜市）
上原さくらさん（神奈川県厚木市）
上原　真理さん（神奈川県厚木市）
中島　俊一さん（神奈川県川崎市）
細野　樹里さん（神奈川県平塚市）
小池みはるさん（長野県茅野市）
神山　芳寛さん（岐阜県岐阜市）
谷本　和優さん（静岡県磐田市）
安原　妙子さん（静岡県浜松市）
山内　美和さん（愛知県一宮市）
井上　　勉さん（愛知県稲沢市）
近藤　正人さん（愛知県稲沢市）
熊本　昌也さん（愛知県豊橋市）
荒川　安廣さん（愛知県名古屋市）

稲垣　佑祐さん（愛知県名古屋市）
松井　美和さん（三重県名張市）
田中　和久さん（京都府京都市）
田中知恵子さん（京都府京都市）
鄭　　　守さん（京都府京都市）
前田　真一さん（大阪府羽曳野市）
足立　千佳さん（大阪府大阪市）
高橋　祥二さん（大阪府大阪市）
北浦　圭介さん（兵庫県加古川市）
三善　博巳さん（兵庫県神戸市）
上仲　秀哉さん（兵庫県西宮市）
篠原　　肇さん（兵庫県西宮市）
仲島　宏政さん（兵庫県尼崎市）
田中　　尚さん（奈良県御所市）
多田　友子さん（奈良県生駒郡斑鳩町）
田代　祐一さん（岡山県岡山市）
林　　光枝さん（広島県三原市）
川崎　真実さん（広島県三次市）
下山　幹生さん（福岡県糟屋郡志免町）
橘　　寛司さん（熊本県熊本市）

遠藤　宏昭さん（宮城県石巻市）
藤田マリ子さん（埼玉県さいたま市）
安田　明弘さん（千葉県習志野市）
早川　　徹さん（千葉県松戸市）
佐々木祐也さん（千葉県松戸市）
石川　　豊さん（千葉県船橋市）
高中　　篤さん（千葉県船橋市）
�　　嘉堂さん（東京都港区）
佃　　次郎さん（東京都小平市）
安藤　敬資さん（東京都昭島市）
北川　　尚さん（東京都世田谷区）
吉岡可奈子さん（東京都世田谷区）
金　　秀英さん（東京都足立区）
染谷　昌利さん（東京都足立区）

 久  保  田   彩 加    ちゃん

く ぼ た さや か

Ｈ������ 生まれ（古見）
◯応  訓生・貴子さん（両親）

大 �    優成        くん

おおやなぎゆうせい

Ｈ������� 生まれ（上水田）
◯応  拓也・好恵さん（両親）

 植  田   結 菜    ちゃん

うえ だ ゆ な

Ｈ ��� �� �� 生まれ（鍋屋）
◯応  武士・涼子さん（両親）

�月生まれ募集中 !
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 前  田   咲 來    ちゃん

まえ だ さ く

Ｈ������ 生まれ（中）
◯応  浩志・若菜さん（両親）

 赤  岩   七 海    ちゃん

あか いわ なな み

Ｈ������ 生まれ（神代）
◯応  祐輔・沙耶佳さん（両親）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎え
られる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふ
りがな）�性別�生年月日�
住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

1歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の
記念に、お子さんの写
真を広報真庭に掲載し
ませんか。お送りいた
だければもれなく掲載
します。持参、郵送、
メールいずれでも結構
です。

ふるさと納税として寄付金を
いただきました。
交流定住推進課  ℡�-��-����

魅力ある
まち づ く りを

※平成��年�月入金分（掲載希望者のみ）を掲載しています。

■日　時　�月�日�　��：��～

■入場料　一般�����円　中学生以下�����円
　　　　　　   ※�歳未満のひざ上鑑賞は無料ですが、席が必要な場合は有料です。

■問い合わせ先　勝山文化センター　℡�-��-����

動物たちが織りなす楽しくて不思議なクラシック
コンサート。�歳から入場できます。

����������������
ダンディズム

ズーラシアンブラス の 「 音楽の絵本 」 の世界へようこそ ！
～動物たちの音楽隊～



Maniwa ��

��������	
　  〒���-���� 真庭市本郷����
　  ＴＥＬ（ＦＡＸ兼） �-��-����
　  開館時間  �：��～��：��（土日�：��～��：��）　
　  休館日  毎週月曜日と祝日

今月のおすすめの本カ
フ
ェ
で
憩
い
の
ひ
と
時
を

湯
浅
真
佐
さ
ん（
久
世
）

　

山
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
旧
上
田
小

学
校
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ「 
玉  
響 
」

た
ま 

ゆ
ら

の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
が
あ
る
上
田
地
区
は
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
風
や
空
気
が
気
持
ち

い
い
場
所
で
す
。
来
店
さ
れ
る
方

と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、
交
流

す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
日
常

と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
憩

い
の
ひ
と
と
き
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

自
分
に
も
で
き
る
こ
と
を

片
岡
優
幸
さ
ん（
平
松
）

　

勝
山
高
校
の
同
じ
部
活
動
の
�

人
と
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
市
民
会
議
結
成
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
僕
は
も
っ
と
真
庭
市
の

事
を
知
っ
て
、
多
く
の
人
と
話
し

て
、
自
分
も
何
か
役
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、「
雇
用
創
生
」
と

「
都
市
づ
く
り
」に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
真

庭
市
は
、
産
業
が
も
っ
と
活
発
に

な
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
久
留
見
山
の
自
然
を
楽
し
ん
で

持
徳
浩
太
く
ん（
美
甘
）

　

お
お
ぐ
る
み
山
ぐ
る
ぐ
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
大

久
留
見
山
で
は
山
桜
や
新
緑
が
と

当代一の誉れ高い絵師・円
山応挙の弟子、彦太郎。京随
一の絵師と豪語する豊蔵。
会えば喧嘩ばかりの2人だ
が、絵師としては認め合い
…。天才絵師の矜持と苦悩、
数奇な生き様を描いた傑作
時代小説。ちなみに“ごんた
くれ”とは、困った人、いたず
ら者という意味のようです。

て
も
き
れ
い
で
、
遠
く
に
は
雪
が

残
っ
た
大
山
が
見
え
ま
し
た
。
一

緒
に
参
加
し
た
大
人
の
人
た
ち
か

ら
植
物
の
こ
と
を
教
わ
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
遊

歩
道
は
歩
き
や
す
く
整
備
さ
れ
て

い
て
、
景
色
や
植
物
を
見
な
が
ら

気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
美
甘
に
あ
る
こ
の

山
の
こ
と
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
然
の

魅
力
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

僕
も
ま
た
登
り
た
い
で
す
。

「天皇陛下料理番の和のレシピ」
谷部金次郎／著　幻冬舎

天皇家ではどのような食事
をされているのか気になり
ませんか？宮中風茶碗蒸
し、秋刀魚とごぼうの梅煮、
鶏と卵のそぼろ丼など…。
“天皇家の台所”に��年間奉
職し、陛下の健康と長寿を支
えた料理人の普段使いでき
る��のレシピを紹介します。

����年、リオデジャネイ
ロで開催された国際会議
で話題となった、「世界で
いちばん貧しい大統領」
として知られるウルグア
イ大統領のスピーチ絵本。
経済的な豊かさを追い求
めるのではなく、真の幸
福とは何かを伝える。

「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」
中川学／絵　汐文社

「ごんたくれ 」
西條奈加／著　光文社

「人類の進化大研究」
河野礼子／監修

人類はいつ頃、どこで誕生
し、どのように進化してき
たのか。最新の研究成果を
踏まえ、ヒトとチンパンジ
ーの違い、脳の大きさ、サ
ルの進化、原人の移動、火
の使用、日本人のルーツな
どを、図版とともにやさし
く紹介する。

▼

 PN クリリン

▼

 押目夏葵

▼

 PN センサス



大切に育ててね （�����）
真庭高校生物生産科の生徒たちが、落合こども園で植栽交流を行いまし
た。最初は緊張していた園児たちも次第に打ち解け、お兄ちゃんお兄ち
ゃんと一緒に仲良く花を植えて、水やりをました。
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川 柳   「飾る」
健
康
で
飾
ら
ぬ
母
の
手
が
温
い　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

見
栄
だ
け
の
飾
り
の
言
葉
す
ぐ
は
げ
る　
　

片
田
吉
美　
　

蒜
山
下
和

初
孫
の
ド
レ
ス
着
飾
る
晴
れ
の
朝　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

農
休
日
家
族
サ
ー
ビ
ス
着
飾
っ
て　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

飾
っ
て
あ
る
孫
の
写
真
を
ま
ず
ほ
め
る　
　

由
井
堅
史　
　

蒜
山
初
和

飾
り
気
も
金
も
な
い
け
ど
愛
が
あ
る　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

人
生
の
旅
路
を
飾
る
老
い
の
日
　々
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

飾
ら
な
い
言
葉
で
趣
味
の
輪
が
和
む　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

故
里
へ
飾
る
錦
が
ま
だ
織
れ
ず　
　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

着
飾
っ
て
心
う
き
う
き
ば
ば
の
旅　
　
　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

爺
婆
の
丹
精
飾
る
無
人
市　
　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

着
飾
っ
た
稚
児
に
手
こ
ず
る
カ
メ
ラ
マ
ン　

松
尾
千
恵
子　

月
田

着
飾
っ
て
鏡
を
見
て
も
同
じ
顔　
　
　
　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

飾
り
気
は
な
い
が
節
目
を
通
す
人　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

恥
じ
ら
い
を
の
こ
し
て
老
い
の
身
を
飾
り　

行
本
愼
五　
　

久
世

子
等
の
部
屋
飾
る
賞
状
夢
が
あ
る　
　
　
　

庄
司
美
佐
惠　

久
世

光
る
も
の
無
い
が
笑
顔
が
身
を
飾
る　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
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選：勝山川柳会　原　健裕さん
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 PN となりのトロロ

今
月
の���

▼

 立川泰真

　�月は食育月間です。また、毎月��
日は食育の日です。真庭市食育推進協
議会では、食育に関するクイズを行い
ます。クイズに答えて、食の大切さに
ついて、みんなで考えましょう。

■応募方法

　はがきに①答え（○か×）②住所③氏

名④年齢⑤電話番号を明記し応募してく

ださい。全問正解者には、抽選で記念品

をお送りします。なお、発表は記念品の

発送をもって換えさせていただきます。

■応募先

　〒���-����  真庭市久世����-�

　健康福祉部健康推進課

　「まにわ食育クイズ係」

■応募締切　

　�月��日�まで

■問い合わせ先

　健康推進課　兵江・池田

　℡�-��-����・Ｆ Ａ Ｘ�-��-����

問�　大さじ�杯（��ｇ）のバターとマー
ガリンではマーガリンの方が食塩
相当量が多い

問�　しょうゆやソースはかけて食べる
より、つけて食べる方が減塩となる

問�　ウィンナーやハムなどの加工食品の
摂りすぎは、塩分の摂りすぎとなる

問�　日本人の食塩摂取量は、 男女別に目
標値が決められている

問�　成人男性の食塩摂取量の目標量は、
���ｇ未満/日である

問�　野菜や果物に多く含まれるカリウム
は、体内の余分な塩分を排泄する作
用がある

問�　みそ汁は、野菜などの具が多い方が、
具が少ないよりは、減塩になる

問�　ネギなどの香味野菜やレモンや酢
などの酸味を上手に利用すると減
塩になる

問�    うど ん�束 （���ｇ）と そうめん�束
（���ｇ）では、そうめんの方が食塩
相当量が多い

問��　減塩は、高血圧予防につながる

 ６ 月は食育月間
「まにわ食育クイズ」に挑戦しよう

減塩クイズ
○か×でお答えください
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「
�
�
�
�
ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト　

ま
に
わ
」
が
、

in

�
月　

日
、　

日
に
北
房

��

��

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
の
保
護
や
ホ

タ
ル
に
よ
る
地
域
お
こ
し

な
ど
を
進
め
る　

の
自
治

��

体
が
集
ま
り
、
各
地
の
活

動
報
告
や
自
然
と
の
共
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
呰
部
小
学
校
の
児

童
が
学
校
と
地
域
の
取
り

組
み
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

熱
演
。感
動
的
な
内
容
に
、

会
場
に
詰
め
掛
け
た
約
�

�
�
人
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
改
装

に
合
わ
せ
て
、
体
長
約
�

�
� 
㌢ 
で
当
時
国
内
最
大

級
だ
っ
た
は
ん
ざ
き
（
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
）
の
愛
称
を
募

集
。
�
�
�
点
あ

っ
た
応
募
の
中
か

ら
愛
称
を
「
リ
ュ

ウ
」
に
決
定
し
、

�
月　

日
に
命
名

��

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯

原
小
学
校
の
�
年
生
児
童

も
参
加
し
、
関
係
者
ら
と

愛
称
の
誕
生
を
祝
い
ま
し

た
。残
念
な
が
ら
、そ
の
後
、

リ
ュ
ウ
く
ん
は
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、は
く
製
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
現
在
も
同
セ

ン
タ
ー
で
活
躍
中
で
す
。

　

岡
山
県
北
部
で
�
月　
��

日
の
夕
方
、
局
地
的
に
激

し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。

真
庭
市
も
激
し
い
雷
雨
に

見
舞
わ
れ
、
久
世
で
�
時

間
雨
量
が
観
測
史
上
最
多

（
当
時
）
と
な
る　

・
�
㍉

��

を
記
録
。
市
内
で
は
停
電

や
床
下
浸
水
の
被
害
が
出

た
ほ
か
、
本
庁
舎
駐
車
場

も
一
時
冠
水
す
る
な
ど
し

ま
し
た
。

市役所本庁舎から写した
落雷の瞬間

 
平
成　

年
��

自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に

ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
を
真
庭
市
で
初
開
催

は
ん
ざ
き
の
愛
称
が

��
リ 
ュ 
ウ
�く
ん
に

 
平
成　

年
��

 
平
成　

年
��

自
然
の
猛
威

久
世
で 
� 
時
間 　

㍉
��

愛称「リュウ」お披露目の瞬間

ホタル保護の取り組みをミュージカルで
演じる呰部小学校の児童

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

��

�
��
��
�
�
�
������
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。あ
の
年
の

��

�
月
の
出
来
事
を
見
て
、ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 �

※「冠事業」とは、��周年記念事業である旨を名称に冠して行う
　事業のことです。（終了した事業も一部掲載しています）

「真庭市制施行��周年記念事業」の冠を
付けていただいた行事やイベントに、
のぼりやジャンパーを貸し出します。
一緒に��周年を盛り上げてみませんか。
詳しくはお問い合わせください。

�問   総務部総務課  ℡ �-��-����

■第��回美甘スポーツフェスティバル
　�月��日�　美甘ドームほか

■Ｉｎｄｉｇｏ ｊａｍ ｕｎｉｔ L I V E
　�月�日�　久世エスパス

■第�回真庭市ニュースポーツフェスティバル
　�月�日�　真庭やまびこスタジアム

■真庭クリーンハイキング
　�月�日�　蒜山登山道

■第��回真庭市長杯ソフトバレーボール大会
　�月�日�　白梅総合体育館

■勝山高等学校吹奏楽部第��回定期演奏会
　�月�日�　勝山文化センター

■北房ホタルの発表会
　�月��日�　北房文化センター

■第��回真庭市春季剣道大会
　�月��日�　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

■第��回真庭ＣＵ Ｐ綱引大会
　�月��日�　白梅総合体育館

■エスパス管弦楽団第��回定期演奏会
　�月��日�　久世エスパス

■第��回岡山県キンボールスポーツ普及発祥の地北房大会
　�月��日�　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

■第��回真庭退職・現職教職員総合作品展
　�月��日�～��日�　勝山文化センター

■真庭市長杯・第��回真庭市民ゴルフ大会
　�月��日�　備中高原北房カントリー倶楽部

■ＪＡ共済「親と子の交通安全ミュージカル」
　�月�日�　高梁総合文化会館

■「モナリザを描く」展
　�月�日�～��日�　勝山文化往来館ひしお

■はらやんコンサート 「夢をまく」
　�月��日�　久世エスパス

市制施行
��周年記念�����������������������ご紹介
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■第��回全国土地改良功労者等表彰　�/��　東京都
　　　　　　　　 黒尾土地改良区理事長-
　　　　　　　　　　　野村　榮（久世）�

■全国私立高等学校男女バレーボール
　選手権大会　�/��～��　神奈川県
　■同大会中国ブロック予選会
　��/��～��　広島県　成績上位により出場
　左から：美馬  隼（蒜山下長田）、實原涼介（蒜山下和）

■第��回聞き書き甲子園　�/��　東京都
　海・川部門　優秀作品賞
　　 真庭高等学校-吉田静梨奈（上水田）�

■第��回日本選手権水泳競技大会　�/�～��　東京都
　■第��回関東学生冬季公認記録会　�/��　東京都
　��ｍ背泳ぎ　標準記録突破
　　　　　　　　　　　赤木彩乃（勝山）�

■鞆の浦大漁節全国大会　�/�　広島県
　合唱の部　最優秀賞
　落合グループ（北部名泉会西原教室）

　

  上を目指して（中国大会や県大会など）

■平成��年度永年勤続町内会長・区長等知事表彰
　�/��　岡山市　岸添自治会-片岡出水（山田）

叙勲を受けられた方をご紹介します。
おめでとうございます。

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

春の叙勲
元国勢調査員

清水政男さん（古見）�����
昭和��年から��年間にわた
って計��回、国勢調査員を
務められました。本業の農
業などの合間を縫って古見
地区の��～��戸を周り、国
の未来をつくるために欠か
せない情報基盤づくりに貢
献されました。

春の叙勲
元真庭市消防団副団長

初岡俊数さん（久世）�����
昭和��年、久世町消防団に
入団以来��年間にわたり消
防団活動に従事されまし
た。火災予防の啓発活動に
も努めてきたほか、団員の
技術向上を図る訓練を積極
的に実施するなど、地域消
防に貢献されました。

高齢者叙勲
元久勝山町立勝山中学校長

中芝　寛さん（月田）�����
昭和��年新庄国民学校勤務
を命ぜられて以来、昭和��
年の勝山中学校退職まで、
地域の実情に即した教育活
動を実践し、歴任校で培わ
れた指導力や企画力を発揮
され教育向上に尽力されま
した。

春の叙勲
元真庭市美甘消防団長

中山俊久さん（美甘）�����
昭和��年に美甘村消防団に
入団以来、美甘村消防団団
長、市美甘消防団団長を歴
任されました。平成��年の
退団までに、川に流された
人の救助や、地域防災、操
法訓練の技術向上などに貢
献されました。

危険業務従事者叙勲
元真庭広域連合消防監

松下益雄さん（鹿田）�����
昭和��年に真庭消防組合に
入署、消防署長・消防長な
どを歴任されました。阪神
淡路大震災を機に現場に即
応する危機管理、新しい通
信システム導入や救急隊員
の教育など、地域防災・消
防に尽力されました。


